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事 業 報 告 書 
（令和 3年 4月 1日から令和 4年 3月 31 日まで） 

 
Ⅰ 法人の概況 
 １．設立年月日 平成２年４月１日 
   平成２４年４月１日から公益財団法人へ移行。 
  
 ２．定款に定める目的 
   この法人は、教育・文化活動に対して援助を行い、教育・文化の振興に寄与する

ことを目的とする。 
 
 ３．定款に定める事業内容 
  （１）地域における教育・文化活動に携わる個人及び団体への助成 
  （２）高校生の文化及び体育活動への援助 
  （３）その他この法人の目的を達成するために必要な事業 
 
 ４．所管行政庁に関する事項 
   愛知県 知事 
 
 ５．役員等に関する事項 

職 氏名 常勤/非常勤の別 主な職業（令和 4年 3月末現在） 

理事長 小出 眞市 非常勤 (株)愛知銀行 名誉会長 

理事 伊藤 行記 非常勤 (株)愛知銀行 取締役頭取 

理事 小笠原 剛 非常勤 (株)御園座 代表取締役会長 

理事 白井 文吾 非常勤 (株)中日新聞社 取締役会長 

理事 髙橋 治朗 非常勤 名港海運(株) 代表取締役会長 

理事 林  順子 非常勤 南山大学 経済学部教授 

理事 宮武 康太郎  非常勤 (株)電通 中部支社長 

理事 山田 昌 非常勤 女優 

監事 藏冨 宣彦 非常勤 (株)愛知銀行 専務取締役 

監事 長谷川 周義 非常勤 公認会計士 

評議員 斉藤 光雄 非常勤 (株)中日新聞社 参与 

評議員 社本 光永 非常勤 福玉精穀倉庫(株) 代表取締役社長 

評議員 田口 憲一 非常勤 (株)愛知銀行 取締役 

評議員 戸山 俊樹 非常勤 愛知県立芸術大学 学長 

評議員 拝戸 雅彦 非常勤 愛知県美術館 館長 

評議員 柵木 厚 非常勤 (公財)名古屋市文化振興事業団 専務理事 

評議員 松野 裕泰 非常勤 (株)愛知銀行 常務取締役 

評議員 森田 利洋 非常勤 (公財）愛知県教育・スポーツ振興財団 理事長 

評議員 山下 智惠子 非常勤 作家 
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６．職員に関する事項 
職員数 前期末比 

男子 １名 ０名 

女子 ０名 ０名 

合計 １名 ０名 

 
Ⅱ 事業の状況 
 １．事業の実施状況 
  （１）地域における教育・文化活動に携わる個人及び団体への助成、並びに高校生

の文化及び体育活動への援助  
 
    ① 助成等（援助含む）の件数と金額 

件数（件） 助成金額（千円）

１　教育・文化活動に携わる個人及び団体への助成 18 6,400

２　高校生の文化及び体育活動への援助 7 3,000

25 9,400

事　業　区　分

合　計

  
      助成等の累計実績（令和 4年 3月 31 日現在）： 774 件 2 億 9,210 万円    

 
    ② 助成等（援助含む）の明細 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

番 助成先等（援助先含む） 活 動 内 容 助成（援助）

1 北條 知子 音楽･美術のジャンルを超えた、音を用いた芸術作品の制作･発表 300,000

2 水野 沙織 クラリネットの演奏活動及び後進指導 300,000

3 廣瀬 菜都美 演劇をとおして芸術を伝える 300,000

4 深澤 伸友 中南米の演劇や英国のハロルドピンターの戯曲の翻訳･演出 300,000

5 イミック 新子 ドイツ･日本の子供・難民との美術を通じての交流／絵画作品発表 300,000

6 尾崎 靖之 熱田区に借りている空き家を整備して現代アートの展覧会を作る 300,000

7 森田 朋 銅版画制作、発表、ワークショップ、講師 300,000

8 柴田 信夫 故郷の民族史、古文書研究 300,000

9 英語珠算研究会 英語珠算に関する研究及び研修会等 400,000

10 東谷山湿地群保全の会 東海丘陵型湧水湿地の保護活動と地域学校への情宣活動 400,000

11 Ｋｌäｎｇｅ 活動中の声楽家たちが贈る女性だけのアンサンブルグループ 400,000

12 コラボックル 打楽器とピアノによるアンサンブル 400,000

13 半田少年少女合唱団 合唱活動(ミュージカルの演技やダンス、振付等含む) 400,000

14 ＳＴＲＩＮＧＳ 多くの方に舞台芸術を楽しんでもらう活動を行う 400,000

15 プロジェクトＳＡＮＦＡ 新しい舞台の可能性を追求していく活動 400,000

16 名古屋朝顔会 名古屋大輪朝顔展示会を中心に盆養切り込み仕様の啓蒙活動 400,000

17 牟山神社 地域に関連する古文書や古写真等の整理・保存活動 400,000

18 フードツーリズム研究所 名古屋事務所 歴史文化の残る街道観光の促進、食文化の普及と新しい創造 400,000

19 愛知県高等学校文化連盟 歌舞伎鑑賞会 高校生の歌舞伎鑑賞会 600,000

20 愛知県高等学校文化連盟 狂言鑑賞教室 高校生の狂言鑑賞教室 300,000

21 名古屋市立向陽高等学校 ｼﾞｬｽﾞｵｰｹｽﾄﾗ部 ビッグバンドの形式でジャズを演奏 300,000

22 愛知県立岡崎東高等学校 ＪＲＣ部 今、必要とされているボランティア活動を考え、実践する 300,000

23 愛知県立三好高等学校 陸上競技部 平成 28年から、5年連続全国大会出場 500,000

24 愛知県立西尾高等学校 登山部 令和 3年度 全国高等学校体育大会 登山競技出場(女子チーム) 500,000

25 愛知県立旭野高等学校 陸上競技部 令和 3年度 愛知県高等学校総合体育大会名古屋北部予選会優勝 500,000
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③ 令和 3年度助成の募集から決定、交付まで 

     令和 3年 5 月 17 日 第 32 回（令和 3年度）助成対象者の募集開始 

     令和 3年 6 月 30 日  募集締め切り 

     令和 3年 8 月 23 日 助成等選考委員会 

     令和 3年 8 月 24 日 助成先等（援助先含む）25 先を決定 

     令和 3年 10 月 7 日 第 32 回（令和 3年度）助成金等贈呈式 

 

  （２）機関誌“Ａｙｕｃｈｉ”（あゆち）の発刊 

     ア 発刊時期 ： 令和 3年 5月（第 89 号）、10 月（第 90 号）、 

令和 4年 1月（第 91号） 計 3回発刊 

     イ 発刊部数 ： １回あたり、5,000 部 

 

 ２．重要な契約に関する事項 

   該当ありません。 

 

 ３．役員会等に関する事項 

 （１）理事会 

      ① 平成３年度理事会（令和 3年 5月 10 日）＜決議の省略＞ 

      決議事項 

        第 1号議案 「令和２年度事業報告承認の件」 

        第２号議案 「令和２年度計算書類等承認の件」 

        第３号議案 「理事 1名、評議員 1名の辞任に伴う補欠選任候補者 

               推薦の件」 

第４号議案 「評議員会開催の件」  

 

② 令和３年度理事会（令和 3年 6月 3日）＜決議の省略＞ 

 決議事項   

        議   案 「事業報告等に係る定期提出書類承認の件」 

         

      報告事項   ①「理事長の職務の執行の状況の報告について」 

             ②「令和３年度（第３２回）助成先の公募について」 

        

   ③ 令和３年度理事会（令和 3年 7月 8日）＜決議の省略＞ 

      決議事項 

        第１号議案 「評議員１名の辞任に伴う補欠選任候補者推薦の件」 

        第２号議案 「評議員会開催の件」 

 

   ④ 令和３年度理事会（令和 4年 3月 10 日）＜決議の省略＞ 

      決議事項   

第１号議案  「令和４年度の事業計画及び収支予算承認の件」 

第２号議案 「評議員会への任期満了に伴う理事候補者推薦の件」 

             

報告事項       「理事長の職務の執行の状況の報告について」 
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（２）評議員会 

① 令和３年度評議員会（令和 3年 5月 25 日）＜決議の省略＞ 

      決議事項  

第１号議案 「令和２年度計算書類等承認の件」  

        第２号議案   ｢理事１名、評議員１名の補欠選任の件｣ 

                

報告事項   ①「令和２年度事業報告の件」 

             ②「令和３年度（第３２回）助成先の公募について」 

 

② 令和３年度評議員会（令和 3年 7月 16 日）＜決議の省略＞ 

決議事項  

議   案 「評議員１名の補欠選任の件」  

                                              

 （３）監事会 

     令和２年度監査会（令和 3年 4月 15 日） 

 

             監査事項  ・「令和２年度計算書類等」（貸借対照表及び財産目録） 

             ・「令和２年度事業報告書類等」 

             ・「理事長の職務の執行の状況等」   

 

Ⅲ 決算期後に生じた法人の状況に関する重要な事実              

該当ありません。 

 

Ⅳ  附属明細書につきましては、補足すべき重要な事項がなく、作成しておりません。 

 


